








（図 2）ネイチャーガイドが 1本のシダから語れること

（写真 11）ルーペできのこ観察 （写真 12）望遠鏡で樹上着生植物を観察
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白さは、こうした長短のストーリーの組み立てにある。
　スタイルとは、ゲストに「あなたはいまどんなふうに自然と向かいあって
いるか」「こういう時間の使い方をしたことがあったか」という自覚や自問
を促すことである。流れや倒木、巨木や大岩といったものと意識的に対峙す
るとき。植物やきのこの、匂いや手触りを比較しているとき。逆光で木の葉
や水霧を透かし見るとき。蘚苔類やきのこといった小さな自然をルーペで観
察するとき（写真 11）。樹上着生の植物を小型望遠鏡で観賞するとき（写真
12）。双眼鏡で木の間越しに鳴き続けている鳥の姿を探すとき。手鏡を用い、
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きのこの傘裏の襞を観るとき……ユニークな手法、ゆったりとした時間の使
い方と、その味わい方。その認識は、ゲストにとって最高の土産となるだろ
う。それは普段の生活に戻ってもなお活用できる観察スタイルだからであり、
それがゲストの日常（ライフ・スタイル）をも変えうる可能性を有している
からである。

「自然発見マップ」づくり

　近年、弊会では新たなスタイルを模索している。一定の範囲内において、
ゲスト自身がその興味関心のアンテナで見つけたものとその位置を、白地図
上に図示してもらうオリジナルの「自然発見マップ」づくりという試みであ
る（図 3）。野外博物館のどこに、どんなものがあったか。それを第三者にも
わかるよう、手描きの地図で自由に表現してみようというプログラムである。

　これは従来の「伝えるガイド　→　受け取るゲスト」というガイディングの
流れを転換し、能動的な自然との関わりを体感してもらうのに効果的である。
特に、発見対象を描写する時間において、ゲストは非常な集中力を見せる。
フィールドリサーチの段階では、かなり注意散漫な印象を受けた参加者で
あっても、いざ「描く」段となると夢中になって手を動かし続ける。この時
間、ゲストはまさに自然を観る・感じる・知る・考える・表現するというこ
との楽しさを存分に味わっているように見受けられる。マップ完成後には、
ガイドがそこへ知見や印象、アドバイスなどを加えながら意見交換していく。
ガイドの側にも気付かされること、学ぶべきことはたくさんある。未だ実験
的な段階ではあるが、発見→観察→記録→整理→思考→表現→伝達（プレゼ
ンテーション）といった一連の流れは、年齢層を問わない環境教育の手法と
しても期待できる（図 4）。
　ネイチャーガイディングもサービス業の一環なのであるから、「何を伝え
るか」というテーマ性よりも、「どう伝えるか」という手法に重きを置くべ
きだとの意見もある。聴き手を飽きさせない話術や工夫は確かに重要である。
端正なプレゼンテーションふう、落語家ふう、茶飲み話ふうと、人により得
意な〈語りのスタイル〉はさまざまだろう。
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（図 4）「自然発見マップ」づくりに期待される効果
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　しかし「人はなぜ自然観察に夢中になるのか」ということを考える時、や
はりそれは人が自然の深

しん

淵
えん

を何かの拍子に覗いてしまったがゆえの昂揚感に
あるのでは、と考える。とすれば、受け手に何を伝えられるのかという追究
や掘り下げは、語り手にとっての最重要課題ではないかと思われる。

[参考文献 ]
サム・H・ハム，山田菜緒子（訳）『インタープリテーション』　山口書店　2023
ロン・ジマーマン，ジム・ブックホルツ，ブレンダ・ラッキー，マイケル・グロス　山本風音（訳），
山本幹彦（監訳）『インタープリターズ・ガイドブック　意味の探求を促すガイドの技術』　ラーニン
グアウトドア　2023
津村俊充，増田直広，古瀬浩史，小林毅『インタープリター・トレーニング　自然・文化・人をつなぐ
インタープリテーションへのアプローチ』　ナカニシヤ出版　2014
国土交通省総合政策局『自然ガイドのためのおもしろヒントブック　興味をひきつける自然題材とその
メッセージ集』　東京官書普及　2002
河井大輔『奥入瀬自然誌博物館　立ちどまるから、見えてくる』　奥入瀬自然観光資源研究会　2016
河井大輔『奥入瀬 diary』　奥入瀬自然観光資源研究会　2020



奥入瀬「野外博物館構想」においてネイチャーガイディングが担う役割 103

河井大輔『奥入瀬が野外博物館を目指す理由　フィールドミュージアム新書Ⅰ』奥入瀬自然観光資源研
究会　2024
河井大輔『エコツーリズムは奥入瀬観光を変えうるか　フィールドミュージアム新書Ⅱ』　奥入瀬自然観
光資源研究会　2025
河井大輔『奥入瀬でネイチャーガイドが語ること（第一集）フィールドミュージアム新書Ⅲ』　奥入瀬
自然観光資源研究会　2025
河井大輔『奥入瀬でネイチャーガイドが語ること（第二集）フィールドミュージアム新書Ⅳ』　奥入瀬
自然観光資源研究会　2026


